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平成２９年度第３回循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

平成２９年１２月１５日（金）

開会 午後２時

閉会 午後４時

２ 開催場所

尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室

３ 出席委員

千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、伊藤紀子、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、杉

島重男、鍋嶋洋行 計９名

４ 欠席委員

服部亜紀

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長 木戸雅浩、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐

三浦勝之、環境課主事 山下徳仁

７ 議題等

⑴ ごみ排出状況について

⑵ 各プロジェクトの進捗状況について

⑶ 今後のごみ減量に向けた取組について

８ 会議の要旨

環境課長 定刻になりましたので、ただいまから「平成２９年度第３回尾張

旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること、また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となることも、併

せてご了承いただきますようお願いいたします。

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。今回は当日配

布となり大変申し訳ありませんでした。資料を確認させていただきた

いと思いますので、過不足ありましたら事務局までお申し出くださ
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い。

特にないようでしたら、次第に沿って会議を進行させていただきま

す。

次第１「座長挨拶」を座長の千頭先生にお願いします。

千頭座長 ＜挨拶＞

環境課長 ありがとうございました。

このあとは、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは

座長である千頭先生に議事の進行をお願いいたします。

千頭座長 それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。

次第２報告事項⑴の「ごみ排出状況について」、事務局から説明を

お願いします。

山下主事 ＜資料１を用いて説明＞

千頭座長 ただいま、事務局から、「ごみ排出状況について」の説明がありま

した。ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。

少し減っていますが、目標値を達成するためには減量を頑張らなけ

ればならないのは確かだと思います。どう頑張るかというのは、この

後の議題「今後のごみ減量に向けた取組について」で話し合うことに

なると思います。

特によろしかったでしょうか。それでは、報告事項⑵の「各プロジ

ェクトの進捗状況について」、事務局から説明をお願いします。

山下主事 ９月の第２回会議開催後、リサイクル広場拡充プロジェクトと事業

系ごみ適正化プロジェクトを開催することができず、大変申し訳あり

ませんでした。

本日は、プロジェクトリーダーに、前回推進会議からのプロジェク

トの進捗報告及び今後の方向性についてお話しいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

千頭座長 では、「各プロジェクトの進捗状況について」、各リーダーからお話

しいただきたいと思います。

まず、ごみ有料化プロジェクトについて、杉島委員にお願いします。

杉島委員 ＜資料２を用いて説明＞

燃えるごみの有料化については、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画

で平成３０年度に判断をすることになっています。それに向けて推進

会議の有料化プロジェクトを進め、平成２６年度から４年間活動して

きました。

残り少ない期間の中で何らかの提示をしたいと思い、相談してきた

結果、報告提言書を作りたいと考えています。

今日は、このような方向で作成してよいかを確認したいです。方向
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が定まったら、プロジェクトメンバーで分担して作成していけば、年

度内に完成できるのではないかと考えています。

報告提言書の構成については、

⑴ 「はじめに」は千頭座長に書いていただけるとありがたい。

⑵ ごみ処理について、市民はどれだけの金額がかかっているかは知

らないと思うので、わかりやすい資料で作成したい。

⑶ 組成調査結果は平成２６年度と、それ以前は５年単位で掲載した

い。

⑷ 目標値の達成は、個人的な見解では難しいと考えています。プラ

スチック製容器包装は減少していかないし、雑がみの回収量が増え

ない現状があります。

⑸ 財政部門との話合いでは、有料化を是非してほしいという話はな

かったです。

⑹ 市と委員で先進地視察のまとめを報告したい。

⑺ 市民アンケートを昨年行ったので、そのまとめを報告書に掲載し

たい。

⑻ 提言では、有料化の判断に向けては、市民の問題意識や意向を踏

まえて検討してほしいことと、有料化の手法の一つとして、頑張っ

ている人が負担をしない超過型の検討について記載したい。この方

法は視察先でも難しいという話があり、全国的に見ても単純比例型

に変更している自治体もありますが、導入時は超過型の方が受け入

れやすいのではないでしょうか。また、導入した場合の手数料は、

意見はいろいろあると思いますが、私は１枚あたり６０円を越える

有料化が必要と考えています。

⑼ 平成３０年度に有料化をする方向性を出した場合でも、すぐに実

施するのではなく、２、３年ぐらいは周知していくことが必要です。

幅を取って考えた方がいいです。

千頭座長 ありがとうございました。確認ですが、報告提言書の位置づけは有

料化プロジェクトとしてのものか、この会議全体としてのものか、今

まで議論していましたか。

杉島委員 会議のプロジェクトなので、今日の論議を経て、承認していただけ

れば、会議としての報告提言書という方向で考えたいと思います。

千頭座長 今の話を聞き、何かご意見はありますか。

松原委員 有料化の手法が超過型ということについては、プロジェクト内では

決定していないはずですが。

杉島委員 その部分は私見です。

平成２５年度に策定した一般廃棄物（ごみ）処理基本計画に、有料
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化部会として超過型ごみ排出に関する報告をしていますが、推進会議

としての意思決定をしていません。このときは審議をしていなかった

ようだが、どうでしょうか。

松原委員 私も計画策定時に有料化部会にいなかったため、詳細はわからない

です。超過型は煩雑なため、当初導入しても変更している自治体が多

いと思いますが、いかがでしょうか。

杉島委員 有料化については、「なぜ、有料化しなければならないのか」「税金

の二重取りではないのか」という意見があります。導入後、確かに制

度を変更している自治体もありますが、減量の努力をしている方を考

えると、超過型でスタートして、数年後には煩雑だということになる

かもしれません。

市民の立場にたって考えた方がいいのではないでしょうか。

プロジェクトとしてどう報告するかは、慎重に審議し結論を出した

いと思います。

松原委員 市のごみの現状を見て全体としての傾向を確認し、前計画期間と今

計画期間を比較すると、ごみは減少しているものの、減少幅は緩やか

になっています。

ごみ分別がだんだん難しくなる中で、有料化は大義名分がないと進

むことはできないと思います。なぜ有料化が必要かを説明する際に

は、客観的な裏づけが必要になります。座長はごみの有料化の傾向に

ついてどう考えていますか。

千頭座長 客観的な事実としては、ごみ有料化に踏み切った自治体がどれだけ

減量したかのデータは数多くあります。また、県内の状況は一斉に有

料化に舵を切っており、愛知県は横並びの意識が高いため、ここ２，

３年でほとんどの自治体が有料化するのではないでしょうか。

有料化の方式も様々ですが、大体は単純比例型のようです。ただ、

杉島委員がおっしゃるように、市民の理解を得るためには超過型とい

う方法もあると思います。

どの方式がよいかについて議論をし、結論を出すにはデータがない

ため、資料をそろえてから比較・検討しなければならないと思います

が、いかがでしょうか。

杉島委員 有料化ありきではなく、有料化を行う際は超過型は受け入れやすい

という提言をすることもできます。ただ、有料化の判断については、

審議会や行政の中で議論して話が進みます。私たちには決定権はない

ため、提言としてとどめることになります。なぜ有料化が必要なのか

はしっかりと記載し、その方式についてはやんわりと記載するように

したいです。
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千頭座長 もし会議全体の報告提言書とした場合、来年度の早い段階で議論し

て完成させるのか、３月末に完成させるか、事務局はどうしますか。

環境課長補佐 来年度は有料化の判断の年度であるとともに、計画の中間見直しの

年度になります。報告提言書については非常に重要なご意見として市

もとらえていきたいと思いますので、会議全体の承認を得た報告書と

して、今年の３月末に向けて作成していただきますようよろしくお願

いします。

渡辺委員 文章の解釈についてですが、「はじめに」の四角で囲ってある部分

は杉島委員の私見とおっしゃっていましたが、以前の有料化部会が超

過型の有料化がいいと報告しただけで、今の有料化プロジェクトでは

超過型の有料化がいいとはしていません。

そのため、「提言」は超過型の有料化に縛られる理屈はないと思い

ます。違う内容が入っても、同じ内容が入っても、両論併記でもいい

はずです。

千頭座長 ４⑵「本市の財源の見通し」について、市の財政部局と話し合った

と言うことですが、もし有料化した場合、その収入をどう使いますか。

市の財政が厳しいから有料化したというのであれば一般財源に入る

と思います。ただ、有料化しているところは必ずしもそういうわけで

はなく、環境に関する事務に有意義に使おうとしている自治体も多い

です。

どうするかはこれからの議論でしょうが、「本市の財政の見通し」

という記載だと、市の財政が厳しいから有料化をするのかと短絡的に

とらえられてしまうので、事実を書いてもいいが、書きぶりに気をつ

けなければなりません。

杉島委員 有料化プロジェクトメンバーはこの後議論していくので、メンバー

以外の方からご意見をいただきたいと思います。

深田委員 私は市民でありごみ袋組合の委員でもあるので、もし有料化をする

のであれば、できるだけ簡素な方法でお願いしたい。所得の少ない方

は何枚無料という方法もあるが、その袋を持って行くのは民生委員な

のかごみ袋組合員なのか。配布に新たな費用と手間がかかってしまい

ます。行政も市民も、ごみ袋１枚○○円の方がわかりやすいのかなと

思います。

白坂委員 私は、ごみ袋の有料化をするとすれば、ごみの排出回数を減量する

などの対策をすると思うし、慣れるまでは大変ですが、慣れれば問題

ないと思います。

ただ、有料化はごみを減量するためか、それともごみ行政の運営費

用を補助するためなのか。当初、晴丘センターの焼却炉の耐用年数が
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きているため、その修繕の資金に使用するためと思っていました。こ

こにいる人がわからなかったら、市民もわからないと思います。

千頭座長 言い換えれば、有料化ありきでは駄目で、なぜ有料化は必要なのか、

目的を掲げていないといけません。

鍋嶋委員 白坂委員の意見は重要で、世代が変わると今までの当たり前が変わ

ってくると思います。

環境問題に関しては、世代が変わることで意識が更に低くなると思

いますし、説明するのにより時間がかかってしまいます。

広報する際でもどれだけ周知の効果があるかと考えたときに、若い

人たちがどのように見るのかを考える必要があります。

今後伝えていく際には、今あるツールを有効に使うよう対策をとら

ないといけないと思います。

千頭座長 次回会議時には、何が必要なのか、どうして有料化を行うのかの目

的を固めた上で、有料化プロジェクトから報告提言書案が出てくると

考えていいですか。

杉島委員 委員の皆さんのご意見を聞き、有料化に絶対反対と言う人はいなか

ったが、なぜ有料化をしなければいけないかや、市民に伝える方法に

ついての意見が出てきたので、提言部分で触れるようにします。

有料化を検討する理由は、市民にごみ問題について正面から危機感

を持ってほしいからです。本市のごみ排出量は県下ではかなり少ない

方だと思います。少子高齢時代に入ったときに、市がごみ処理にお金

をたくさん使うのはいけないと思うし、そんな余裕もなくなると思い

ます。私たちは市の財政を含めて、分別をしっかりし、資源化を進め

ていくことを訴えていくことが必要だと思います。

市が言うような後期計画の見直しについては、何もせずに燃えるご

みを５４ｇ減らすのは並大抵のものではないと思います。平成２６年

度から平成２８年度の実績を見ると、減ってはいるが急速に減ってい

るわけではなく、目標を達成するには強力な方法を使わないといけま

せん。長久手市と同様に燃えるごみの排出量が少ない自治体であり、

その中で達成するための手法の一つとして有料化はいいと思います。

今後は、今日の議論を整理して報告提言書を作成していきたいと思

います。

千頭座長 ありがとうございました。引き続きよろしくお願いします。

次は、「事業系ごみ適正化プロジェクトについて」、深田委員にお願

いします。

深田委員 ＜資料３を用いて説明＞

市内事業者の中には、事業系ごみの排出方法を知らず、家庭系ごみ

として排出してしまう方がいると思うので、チラシを使って適正なご

み分別の周知に取り組んでいきたいと考えています。
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来年度は、市内に２，８００程度ある事業者にチラシを送付して、

分別意識を高めていきたいです。約５５％は商工会員のため、商工会

の協力のもと「商工会だより」にとじこんで配布できるかと、商工会

未加入業者に対して、商工会が調査した名簿等を用いて郵送を行うこ

とができるかを、現在検討しています。

家庭ごみの指定袋に事業系ごみを入れる方がいるため、指定袋に

「家庭系○○ごみ袋」と表記して、事業系ごみを排出しにくい環境を

作っていきたいと考えています。ごみ袋組合の契約業者に確認したと

ころ、市の要望があれば、在庫がなくなり次第、表記の変更ができる

とのことです。

あと、仕事柄、家に伺うことが多いのですが、たんすなどの処分に

ついて質問されます。その際は、粗大ごみか晴丘センターに持ち込む

旨を伝えますが、晴丘センターをよく知らない人が多いです。晴丘セ

ンターの配置図や簡単な排出方法を記載したものを配布できればと

考えています。

最後に、宴会等で食べ残しをしないよう、「３０１０運動」を商工

会と協力して周知していきたいと思います。

千頭座長 ありがとうございました。何かご質問・御意見はありますか。

来年度は商工会と協力して、事業系ごみの扱いについて取り組んで

いくことになるのですね。

深田委員 家庭ごみの排出については意識が高いのですが、事業系ごみの方は

意識が薄いと思います。

千頭座長 最後に、「リサイクル広場拡充プロジェクトについて」、松原委員に

お願いします。

松原委員 ＜資料４-１、４-２を用いて説明＞

リサイクル広場拡充プロジェクトの進捗状況は次のとおりです。

１-⑴ リユース品の有償化については、なかなか難しい問題だと思

います。有償化をしている他自治体の見学をしたいのですが、実施

できていません。有償化の検討については、無償で提供していただ

いたものに値段をつけていいのかや、有償化したときの品目の扱い

方に課題があります。

１-⑵ ヘビーユーザー対策は、数多くリユース品を持っていくこと

への対策について検討していますが、警告パネルどまりです。

１-⑶ 保育園・児童館での子供服の展示は進んでいませんが、保育

園から問合せがあり、環境事業センターで対応してもらっていま

す。

２-⑴ 学習パネルの見直し・リニューアルは、市が主体で取り組ん

でいただくもので、古いと判断できる物はたくさんあるよう見受け

られるものの、進捗していません。
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３-⑴ 市役所ロビーへのポスター掲示は進捗していません。

３-⑵ 子ども服リユースについての保育園・児童館への通知につい

ては、⑴-⑶同様に保育園から問合せがありました。実施したいと

考えています。

３-⑶ クリーンシティ啓発運動のポスター・標語の展示と表彰は、

明日開催するリサイクル・リユース祭で実施します。

３-⑷ あさぴーバス停留所の誘致は、進捗していません。

４-⑴ 家庭生ごみの堆肥化支援は、生ごみコンポストの補助や、堆

肥化実践団体と協力し、講習会を開催しています。

４-⑵ 古着のリユースについては配布事業を行いました。

３か月古着をためて、配布を行ったところ、３３名の方が取りに

来られました。

アンケートに回答していただいた方が、３３名中３２名おり、確

認すると、全員女性で年配の方が多く、個人の方が非常に多かった

です。また、本来の配布対象であった福祉団体ではなく、趣味で使

用する方が取りに来ていました。

リサイクル広場への協力について主眼を置いていましたが、成果

物を作ってもらった物を広場に展示してもいいとした方は３名、無

償提供してもいいという方は２名でした。また、有償で提供しても

いいという方もいました。

収入を得てごみの減量に生かすことができるかと思いましたが、

協力してくれそうな方は少なかったです。

この事業をする際に、金銭面での善意による協力は期待しにくい

ので、今後の運営については、委員の意見を聞きたいです。

４-⑶ 家庭生ごみの堆肥化実践団体の見学会は、今年度実施困難。

４-⑷ 連合自治会他を通した普及・交流は、現在開催されている連

合自治会長会議で、取組の説明中。

５ 放置自転車の再利用については、市から説明してほしい。

若杉所長 放置自転車は、駐輪場等から市民活動課が回収しています。盗難届

が出ている自転車は、防犯登録を照会して返却に努めていますが、そ

れ以外は保管場所に保管し、市民活動課が金属くずとして売却してい

ます。

保管している段階で、ある程度の数になったら環境課に声がかか

り、再使用できるものがあれば、リサイクル広場に持ってきます。

今年度、リサイクル・リユース祭で出す放置自転車は、再使用でき

るものは７台、「ちょっと直せば使える自転車」として展示するもの

は６台あり、譲渡をする予定です。

自転車の台数がもう少し増えないかという要望がありますが、以前
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は旭前の屋根付きテニスコートに保管していたため、腐食から守るこ

とができました。今は保管場所が露天のため、月日がたつとどうして

も腐食してしまい、課題となっています。

このため、見積金額は５万確保したものの、対象台数が集まらない

ので、予算をほとんど使いませんでした。

千頭座長 自転車は展示までではなく、必要な方への譲渡もあるのですね。他

に何かありますか。

若杉所長 古着・端切れについては、リサイクル広場で搬入指導を委託してい

る障がい者団体等にお願いし、分別してもらいました。市民が資源と

して市に排出したものを渡すことはどうなのかと思いましたが、渡す

相手がボランティア団体やＮＰＯなどの公益性がある団体であれば、

市民活動やボランティア団体の支援という市の役割が果たせるとい

うスタンスで実施しましたが、結果的には残念でした。

千頭座長 端切れの希望者には届いたものの、公益性がある団体ではなく、個

人に届いたというものにとどまっているのですね。

吉田委員 ボランティア団体等に周知をしましたか。

松原委員 団体向けにパンフレットを作成し、端切れを渡す旨伝えました。そ

れを渋川福祉センターは掲示しており、それを見た一般の方がたくさ

ん来たようで、本来渡そうとしていた団体は来ませんでした。

千頭座長 冷たいと思うかもしれませんが、社会福祉協議会としては、各団体

は端切れがあればもらってくれるだろうと思っていたのでしょうが、

取りに来なかったとすればニーズがなかったのかもしれません。

渡辺委員 このような取組は「ごみにならなかった」ということが一番のベー

スになると思います。

千頭座長 現実には衣類の形で再利用されるわけではなく、ウエスなどの別の

形で再利用されることもあります。

杉島委員 松原委員から、リサイクル広場の認知度を高めるため、あさぴーバ

スのバス停を設置してはどうかと提言していますが、提言以降は委員

ができる話ではありません。事務局がそれを受けとめ、努力している

という姿を出すことが必要です。

他のいくつかの課題も市の姿勢が不透明と感じます。基本計画のこ

の施策に有効であるとして進めていくべきです。

松原委員 自転車の修理費用見積依頼については５万円の予算がありますが、

集まる自転車が少なく、６，０００円弱しか予算執行していません。

自転車が集まらないのは、粗大ごみの収集で１点８００円かかるため

です。これを無料にすればよく、粗大ごみの対象から自転車を外した

際の市の負担について検討する必要があるのではないでしょうか。

深田委員 通学に自転車を使う高校生は、進学して自転車が必要なくなった場

合、どこへ持っていくのでしょうか。かなりの量が出ているのではな



10

いかと毎年思っています。アンケートを行い、有効に使えればいいの

ではないでしょうか。

松原委員 粗大ごみで出された自転車は、晴丘センターで金属くずとして売却

しているのではないですか。

若杉所長 そうです。粗大ごみは晴丘センターへ持ち込むため、資源化や売却

は晴丘センターが行っています。

松原委員 鉄くずの値段は上下するので、市としてはやりにくいと思います。

杉島委員 自転車を無料にしたら、市民はどんどん持ち込むはずです。以前は

２００台ぐらいリサイクル広場を通して動いていましたが、有料化し

たことにより激減しました。

市が環境を守り、リサイクル活動が大事なんだとして様々施策を打

とうとするような姿が見えません。するかしないかがはっきりしない

のでつっこめない。それが随所に見えます。

後期の計画の見直しをどのレベルで行うかが楽しみです。

鍋嶋委員 有価物についてはネットや市民サービス内で完結しており、完結で

きない処分品などを自治体がすべきです。既に民間であるサービスを

行政で補完する必要はないと思います。民間でできているものに行政

が入ると、なぜ既に民間がしていることを行うのかと言われてしまい

ます。

それよりも、有料化によって粗大ごみが出しにくくなったことによ

り、家にかなりごみが残っていると思います。その対策をする必要が

あります。行政が関わることで家の中に入れるという保証をつけてで

きるような体制を作る必要があります。このままだと震災で粗大ごみ

の下敷きになる方もいると思います。

千頭座長 自転車は、家で眠っているものを市民同士で再利用することはいい

ですが、放置自転車については行政が入って再利用等するべきだと考

えます。どの場所に放置されているかの実態がかぎになります。

杉島委員の意見ももっともで、基本計画は行政計画のため、毎年行

政は何をしているかという進行管理が不可欠です。その中でバス停の

誘致はどうなのかということも進行管理が大事になります。そういう

意味での指摘でした。

各プロジェクトにおかれましては、引き続き取り組んでいただきま

すようお願いいたします。

それでは、次第３ 議題「今後のごみ減量に向けた取組について」、

事務局から説明をお願いします

山下主事 ＜資料５を用いて説明＞

渡辺委員 旭丘連合自治会が自治会等活動促進助成事業の中間発表のために
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作成した活動報告の資料です。今話していただいたのは、がおかエコ

フェスの事業で、環境課職員に実行委員として参加してもらい、当日

は牛乳パックをバックにするコーナーを担当しました。また、パッカ

ー車のごみ入れ体験は環境事業センターと連携して実施し、かなりの

人気がありました。他にも、雑がみ分別と水切りの周知により、可燃

ごみの重量を減らす取組をしていただきました。

千頭座長 ただいま事務局から、「今後のごみ減量に向けた取組について」の

説明がありました。ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。

渡辺委員 資料５－５について気になったのは、「燃えるごみの排出量に応じ

た費用負担」というのが、有料化の方法に関わるものになるので、先

ほどの議論が優先されると言うことであればいいです。

雑がみの分別促進については、自治会・地域団体よりも、資源ごみ

回収団体への周知を徹底した方がいいと思います。身近なところで集

めるということを喚起することが大事になります。

千頭座長 他はいかがですか。

資料５－５の「これまでの進捗状況等に基づく見直し」ということ

で、４４の取組について、前期期間の達成度の表のようなものが出て

くるということですね。

この会議でも、進捗状況の評価について、報告を行いますか。

環境課長 この会議でも紹介をし、ご意見をいただきたいと考えております。

鍋嶋委員 ３０１０運動は、愛知県が推奨してかつ尾張旭市が力を入れている

ものですか。それとも、既に何年か前から行っているものですか。

環境課長補佐 環境省や農林水産省など、国では既に力を入れております。それと

同時に県も取り組み始めた事業です。

木戸課長 ３０１０運動についてはいろいろな都市では行っていますが、１２

月と１月を強化月間としております。少し乗り遅れてしまいました

が、商工会の協力を得て配布するとともに、飲食店に飛び込みをして、

チラシを置いていただくよう依頼しました。

千頭座長 この取組は飲食店にもメリットがあり、食べ残しを少なくすること

でロスを削減できます。

環境課長 飲食店を回って感じたのは、この運動があまり浸透しておらず、４

０軒中１軒程度しか知りませんでした。尾張旭市としても来年度推進

キャンペーンに取り組んでいきたいです。

深田委員 鍋嶋委員がおっしゃっていましたが、地震や水害等の災害で不要に

なった家具等は、市の費用で回収すると思います。平常時から家庭に

不要なものをもたないよう周知し、粗大ごみで出していただいた方

が、行政の負担が少なくなるのでは。

鍋嶋委員 ほとんどの人は、処理費用の８００円は払えるが、玄関までは出せ
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ないと思います。行政は事業者と組み、日にちを決めて効率的に回る

ことにより、負担が少なく回収できるのではないでしょうか。

渡辺委員 私は、地域防災の観点から、家具の転倒防止をしていますが、鍋嶋

委員の話を聞き、家具があることが問題で、なくなれば安全になるの

ではと思いました。高齢者の家に行ったときに発想を転換し、手伝っ

て出すようにすると言った方がいいと思います。

鍋嶋委員 家具の間に布団を敷いて寝ている人がいますが、これは危険であ

り、なくしたいと考えています。

転倒防止の器具をつけるのにも数千円かかるし、大地震がくると外

れてしまい、家具で逃げ道がふさがれたことにより、亡くなる可能性

があります。

家の中にある粗大ごみの回収を１，０００円でできないかと思う

が、許可の関係もありなかなか難しいです。

この期間は回収無料とすれば、排出量は増大すると思うが、予算の

こともあるので、今後検討していただけるとありがたいです。

千頭座長 予定していた議題は終了しました。

次第４「その他」ですが、事務局から何かありますか。

環境課長 本日は貴重なご意見ありがとうございました。

私どもはアピールが必要と考え、今後は自治会に入っていき、雑が

みの分別や三キリ運動をわかりやすく、皆さんに取り組んでいただけ

るようにＰＲしたいと考えています。

次回、「平成２９年度第４回尾張旭市循環型社会推進会議」は、２

月から３月に開催を予定しております。ここでは、先ほど話があった、

ごみ有料化に関する報告提言書について議論する予定です。有料化プ

ロジェクトで調整していただき、この会議資料としての確認をしたい

と考えています。その後、廃棄物減量等推進審議会にも提示したいと

考えています。

日時については、決まり次第、構成員の皆さまにご案内させていた

だきますので、お忙しいとは思いますが、ご出席についてよろしくお

願いいたします。

また、プロジェクトにつきましても、各リーダーを中心に随時活動

していただくこととなりますので、ご協力お願いします。

事務局からは、以上でございます。

千頭座長 今の段階で議題として挙がるものはありますか。

環境課長補佐 本日いただいた多数の貴重なご意見やご助言を事務局で検討し、次

回の議題を決めたいと思います。

千頭座長 これをもちまして、平成２９年第３回尾張旭市循環型社会推進会議

を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲れ様でした。


